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京丹波町病院　電話 0771-86-0220　
町立医療施設の敷地内は全面禁煙です。
ご理解とご協力をお願いします

必要以上に多くの薬を併用して
しまっている状態

　外来・病棟で診療を行っていると、非常
に多くの種類の薬を内服されている方を少
なからずおみかけします。通常はさまざま
な症状に対して処方された結果なのですが、
なかには不要と考えられる薬もあり、その
ような状況を “ポリファーマシー” という用
語で表現します。
　一般に年齢とともに持病の数が増えるた
め、どうしても薬の種類は増えやすいので
すが、残念ながら副作用や薬同士の相互作
用で何らかの症状が出ることもあります。
また、薬の効果が重複している例もみかけ
ます。そのため、なるべく最低限の薬で治
療を行っていくことが理想です。

　ポリファーマシーに至る原因は、「①複数
の病院にかかっている」「②薬の管理がうま
くできていない」「③薬を中止できていない」
などが挙げられます。
　主治医は、患者が他の病院でもらってい
る薬をすべて把握することは難しいので、
受診の際は必ず薬手帳を持参しましょう。
また、限られた診療時間内に、他の病院で
もらっているすべての薬について主治医に
相談することは難しいかもしれませんので、
かかりつけ薬局を持ち、そこでも相談をし
てみてください。薬局でもらう説明書をしっ
かり読み、『飲んでいる薬がどのようなもの
かを把握する』ことも大切です。また、身
体的な問題などで、薬を適切に管理できな
いこともあるでしょう。実際に「大量の薬
が内服されずに自宅に残っていた」、逆に「短
期間ですべての薬が無くなってしまった」
という方がいらっしゃいます。そのため、
家族や施設の職員、ヘルパー、訪問看護師
の手助けを得ることも重要です。
　長年飲んできた薬を中止することに抵抗
を感じる方もあるかもしれませんが、新し
い薬に変更したり、重複する薬を中止した
りするだけで体調が良くなることもありま
す。主治医から提案があったときは、前向
きに検討してみてください。

平成29 年 4月から毎週水曜日に勤務。

京都府立医科大学附属病院リウマチ・膠原病が専門。
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京丹波町病院　佐川 友哉　医師
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　京丹波町病院では、看護・医療系を志望する学生に
ジョブシャドウイングの機会を提供しています。ジョブ
シャドウイングとは、職業人に影のように密着して職場
での仕事ぶりを観察する体験で、７月２６日には、看護
師、理学療法士、薬剤師、管理栄養士を目指す京都府立
綾部高校の生徒１６人が、実際の業務を観察しました。
　当病院では、町民のあらゆる健康上の問題や疾病
に対し、総合的・継続的に対応する地域の保健医療福
祉機関として機能強化を図っており、スタッフは専門
分野はもちろん、総合的な対応力を求められます。
　生徒らは、病棟看護や訪問看護、訪問リハビリ、病
院食の調理などを見学、一部実践。また、最新の医療
機器を見学し、地域連携室の役割なども学びました。
　平田千春総看護師長は、「私たちが患者さまに過ご
しやすい環境を提供するために、どのように関わって
いるのか、それぞれの職員の姿勢から感じ取ってもら
いたい。この体験が進路実現の原動力となり、将来、
若い人材が地元で働くことに結びつけば」と期待を込
めて指導しました。

継続した受け入れに感謝状
　職業体験の受け入れは今回で４回目となり、継続した
人材育成の取り組みが、キャリア教育推進の一助になっ
ているとして、京都府教育長から感謝状が贈られました。

医療人を育てるジョブシャドウイング

若き有志ら町病院で医療現場
の実際に学ぶ
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健康情報をお届けします。

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が
健康情報をお届けします。

第120回

放射線技師が使う放射線を通さないエプロンを試着
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